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住まいの周辺に医療機関が少ない高齢者では 

インフルエンザワクチンの接種率が低い 

【概要】 
 2023 年 9-11 月に実施された大規模インターネット調査：JACSIS2023 のデータを用い

て、居住地周辺の医療機関数とインフルエンザワクチンの接種歴の関連を明らかしま
した。 

 郵便番号から居住地を特定し、車で 15 分以内に到着できる範囲内にある医療機関数を
地理情報システム（GIS）を用いて算出しました。 

 65 歳以上の者では、居住地周辺の医療機関数が少ない人ほどインフルエンザワクチン
を接種者が少ないことが明らかになりました。一方、65 歳未満では医療機関数と接種
には関連が見られませんでした。 

 高齢者においては、医療機関への地理的なアクセスのしにくさが接種控えの要因の 1つ
となっている可能性が示唆されました。 

東京医科大学公衆衛生学分野の町田征己らは、居住地周辺の医療機関数とインフルエン
ザワクチンの接種歴の関連を明らかにするために、2023 年 9-11 月に実施された大規模イ
ンターネット調査：JACSIS2023のデータを用いて研究を行いました。その研究成果が 2024
年 12月 23 日に国際医学雑誌 Human Vaccines & Immunotherapeutic オンライン版で発表
されました。 
 
【研究内容の要約】 
 予防接種の接種控え（Vaccine hesitancy）は世界的な問題となっています。接種控えには
様々な要因が複雑に絡み合って影響を与えますが、その中の 1 つに地理的アクセスの問題
があります。先行研究では、アフリカなどの発展途上国で予防接種を受けられる場所までの
移動時間が長いほど接種率が低いことが報告されています。先進国は発展途上国と比較し
て様々な場所で予防接種を受けることが出来ますが、先進国でも地理的アクセスが接種控
えの要因となっているのかはこれまで議論が分かれていました。 
 本研究では、日本国内の大規模インターネット調査：JACSIS のデータを用いて、居住地
周辺の医療機関数とインフルエンザワクチンの接種歴の関連を明らかしました。郵便番号
から対象者の居住地を特定し、車で 15 分以内に到着できる範囲内にある外来診療を行って
いる医療機関数（以下、車で 15 分以内の医療機関数）を地理情報システム（GIS）を用い
て算出しました。車で 15分以内の医療機関数を四分位範囲で 4つのグループ分類し、イン
フルエンザワクチン接種歴との関係を 65 歳未満と 65 歳以上でそれぞれ検討しました。 
 その結果、65 歳以上では車で 15 分以内の医療機関数が最も多いグループと比較しても
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っと少ないグループでは、インフルエンザワクチンの接種歴がある者が約 7%少ないことが
明らかになりました。一方、65 歳未満では車で 15 分以内の医療機関数と接種には関連が見
られませんでした。本研究結果から、高齢者では先進国においても予防接種サービスへの地
理的なアクセスのしにくさが接種控えの要因の一つとなっている可能性が示唆されました。 
 
図 1:車で 15 分以内の医療機関数とインフルエンザワクチン接種歴の関係 
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図. 本研究の概要 


